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襟 裳 岬 に お け る ゼ ニ ガ タ ア ザ ラ シ(月 りocaレ7竹 乙〃りa5・亡e/hegeη9)の 標 識 と 計 測

藤;井啓1)2)・ 石川 朋 子3)・ 渡 邊有 希 子4)・ 齋藤 幸 子2)・ 中川 恵 美 子5)・ 小 林 由美2)

緒 言

Harborsea1(Pろoo∂ γゴ加1fη∂)は北 半球 に広 く分

布 してお り、北海道 か らカムチャツカ半島に分布す

るゼ ニガタアザラシ(P.y.8む θ」'ηθ9θrf)を含 め少 な く

とも4亜種が認め られている(Jeffersoneta1.1993)。

ゼ ニガタアザ ラシは北海道太平洋沿岸 で一年 を通 し

て観察 され 、1940年 ごろの北海道 には1500頭 程度 の

生息が あった と考 え られてい るが、1980年 代 にはお

よそ350頭 まで減少 した(伊 藤i・宿野部1986)。1990

年代にはいってか らは徐々に個体数を増や してお り、

2004年 の個体数調 査で は905頭 が確認 され た(ゼ ニ

ガ タアザ ラシ研究 グルー プ 未 発表)。 しか し、上

陸場の数は1980年 代か ら増 えてお らず(齋 藤i・渡邊

2004)、 環 境省 レッ ドデー タブ ックでは絶滅危 惧I

B類 に分類 されてい る。2003年 度か らは、環境省所

轄の 「鳥獣の保護及 び狩猟の適正化に関す る法律」

が適 用 されてい る。 襟裳岬は国内最大頭数 が確認 さ

れ る上陸場で、岬先端 か ら沖に向かって点在 す る岩

礁 に上陸す る(図1)。
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1980年 代 中 ごろには150頭 ほ どが確認 され ていた

が、近年 は400頭 前後 にまで増加 した(石 川2003)。

ゼニガタアザ ラシの個 体数調 査が始まって以来、襟

裳 岬の個体数 は、常に北海道 内確認数 の半数 近 くを

占めてきている。

国内にお けるゼ ニガタアザ ラシの移動 、分散 、社

会生態 な どの調査 には、毛皮 の斑紋 に よる個体識別

が使 われ てきた(千 嶋2003、 藤井2003、 新妻1986

な ど)。 しか し、 目視 に よる斑 紋の識別 には熟練 が

必要であ り、 さらに観察地点 と上陸岩礁 が遠いため、

襟裳岬 での個体識別 はよ り困難 である。 そ こで、襟

裳岬 では1990年 よ り、個体識別 を容易 にす るため、

ゼニガ タアザ ラシ研究 グルー プのメンバー と襟裳岬

で漁業や観光業 を営む有志 によって捕獲i・標識付 け

が 開始 され た(赤 石 ら1990)。 そ の後 、 え りもシー

ル クラブ、ゼニガ タアザ ラシ研究 グルー プ、北海道

大学獣医学部、北海道大学水産学部、国立極地研究

所、東京大学海洋研 究所、大阪 コ ミュニケー シ ョン

アー ト専門学校、福岡 コ ミュニケー シ ョンアー ト専

門学校 な どか ら参加 した、多 くのボ ランテ ィア調査

員 に よって継続 されて きた。2003年 以後は環境省 か

らの委託 事業 となってい る。 捕獲 時には体重、体長

な どの外 部計測 も同時に行 われて きた。 また、漁網

に混獲 され た個 体が、漁業者 の協力に よ り、計測 ・

標識 され る こともあった。 国内でのアザ ラシの捕獲

システムは、偶然 的な漁網 への混獲 を除けば、襟 裳

岬で しか確 立 され ていない。 野生動物 、 と りわけ捕

獲 の困難 な野生海棲哺乳類の計測値 は貴重 であるが、

襟裳 岬でのデー タは これ までほ とん ど公表 され て こ
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なか った。本稿 は、これ まで襟裳岬 で標識 ・計測 さ

れた個体 のデー タを公表す るこ とで、この貴重 な情

報 の共有化 をはか り、また標識個体再確認 の情報収

集 を促進す るものである。

方 法

1.捕 獲

ほとんどのパ ップ(当歳子)が離乳 している、5月

終盤～7月 初頭に小型漁船あるいはシーカヤ ックで

上陸岩礁に接近 し、たも網を用いて捕獲 した。最初

に捕獲i個体を袋あるいは網に入れ、ばね吊秤に吊り

下げて、体重を計測する。その後、馬乗 り保定 し、

体長、腋下周囲長を測定 した。麻酔等は使われてい

ない。体長は吻端から尾端の直線距離、腋下周囲長

は前肢の後 ろの付け根部の胴回 りの長 さである(図

2)。

に ロー トを、メスはその逆に装着 している。 また、

1998年 以後 は 目視観察 を容易 にす るよ うに、 目立っ

色 の ワッペ ンをネ オプ レーンで作製 し接着剤(Lock-

tite401)で 頭部 あるいは腰背部 に装着 した(図3)。

図3標 識 さ れ た ゼ ニ ガ タ ア ザ ラ シ

Taggedharborseal(、 勘oo∂yfむ 召一1ゴ12∂5孟θブ:11θ8・θ■ゴ)
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場合 によっては さらに詳 しく計測 され ているが、

本稿 ではこの3点 に絞 って報告す る。計測後 、家畜

識別用 の黄色 いプラスチ ックタ ッグを両後肢 の水 か

きに、 ピア ス状 に装着 した。1990年 には、オール フ

レックス社(ニ ュー ジー ラン ド)の スモール型 とホ ッ

グ型 のタグが使われ、91年 にはスモール型 のみ使 わ

れた。1992年 はダル トン社(イ ギ リス)の ジャンボ型

タグが使われた。1997年 以後 はダル トン社 のジャン

ボ型 とロー ト型が使われ、オス は右 にジャンボ、左

ワッペ ンは換毛時に脱落す る。保定法、計測部位、

標識 法はGeraciandLoundsbury(1993)、Thompson

(1993)に 従 ってい る。保定 中は呼吸数、体温、心拍

数:をモニ タ リング し、アザ ラシに異常がない こ とを

確か めなが ら作業 を行 った。換毛期前で、1年 間の

汚れ を体毛 に蓄積 してい る1歳 以上 と、生まれて間

もないパ ップは、毛並み によって判別で きる。明 ら

かにパ ップ と判断 された ものは区別 して記録 した。

ただ し、パ ップ と記録 されていない ものが、パ ップ

でない とは限 らない。捕 獲はゼニガ タアザ ラシ を対

象に行 ったが、 ゴマ フアザ ラシ(P。1∂r8加)あ るいは

ワモ ンアザ ラシ(P,ゐf8pfd∂)が つかま る場合 もあ り、

その時にはゼニガタアザ ラシ と同様 に計測、標識 を

行 った。2003年 度 以後 、ゼニガタアザ ラシは環境省

の、 ゴマフアザ ラシ とワモンアザ ラシは北海道 の捕

獲許 可を得 ている。

2.混 獲

漁業者の好意によって、秋サケ定置網に混獲 され

た個体が回収 されることもあった。特に2003年 から

は、えりも町漁業協同組合および庶野漁業協同組合
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を通 して、混獲個体 があった場合 には陸 まで持 って

きてい ただ けるよ うに、秋サ ケ定置網 を行 う漁業者

に協力 をお願い した。生体 の計測 ・標識 の方法 は捕

獲 の場合 と同様で ある。死 亡個体 に関 しては生体 と

同様 な計測 に加 え、胸骨後端部 の皮下脂肪 の厚 さを

測 定 し(GeraciandLoundsbury1993)(図2)、 ま

たそ の時 々の調査 プロジェク トに合 わせ た解剖 ・サ

ンプ リングを行 った。

結 果

タ グ番 号 、 捕 獲 日、 計測 値 を表1に 示 す 。138頭

の ゼ ニ ガ タ アザ ラ シ、3頭 の ゴマ フ アザ ラ シ、1頭

の ワモ ン アザ ラシ そ して3頭 の種 不 明 の アザ ラシ が、

標 識 、 計 測 され た 。 そ の うち、33頭 のゼ ニ ガ タ アザ

ラ シ は秋 サ ケ定 置 網 へ の混 獲 で あ った 。44頭 のゼ ニ

ガ タア ザ ラ シ はパ ップ と判 断 され た 。6頭 の ゼ ニガ

タア ザ ラ シが2度 捕 獲 され 、 そ の うち4頭 は2004年

の6月 に標 識 され 、 同年 の秋 サ ケ 定 置 網 に混 獲 され

た 。

5月 終 わ りか ら6月 初 め に捕 獲 され た オ ス 個 体 の

うちパ ップ と判 断 され た 個 体 の 体 重 、 体 長 、 腋 下 周

囲長 の平 均 は それ ぞ れ23.Okg(n=3)、96.6cm(n=

5)、84.9cm(n=4)で あ っ た(表2)。

同 時 期 の メス の パ ツプ の 体 重 、 体 長 、腋 下 周 囲 長

の 平 均 は25.5kg(n=3)、93.3cm(n=3)、76cm

(n=1)で あ っ た 。6,月 終 わ りか ら7,月 初 め にか け

て 計 測 され た オ ス の パ ップ の 体 重 、 体長 、腋 下 周 囲

長 の 平 均 は34.1kg(n=10)、102.5cm(n=11)、

89.2cm(n=10)、 メ ス は31.2kg(n=11)、96.3cm

(n=12)、83.2cm(n=12)で あ っ た 。8,月 終 わ りか

ら9月 初 め の オ ス の パ ップ の 体 重 、 体長 、腋 下 周 囲

長 、脂 肪 厚 の 平 均 は36.8kg(n=4)、107.8cm(n=

5)、85.3cm(n=3)、2.6cm(n=9)、 メ ス は33.O

kg(n=2)、117.3cm(n=3)、80.5cm(n=2)、2.

Ocm(n=11)で あ っ た 。Mann-WhitneyのU検 定 に よ

る と、 い ず れ の 時期 もす べ て の 測 定 項 目で性 別 に よ

る有意 な差 は認 め られ なかった(P<0.05)。

考 察

これ まで、6個 体 の再捕獲 があった。野生個体 の

成長 を追跡す る ことは困難 であるが、 この よ うな標

識 ・計測調査 を継続す る ことに よって、少 しずつ で

はあるがデー タが蓄積 され は じめている。2004年6

,月に標識 され たパ ップ10頭 の うち4頭(40.0%)が 同

年 の秋サ ケ定置網 に混獲 され た。実 際には、調査員

が確認 できなかった混獲 もある と考 え られ 、混獲 が

パ ップに とって大きな脅威 であることが示唆 された。

ゼニガタアザ ラシでは体型の性的二形が比較的はっ

き り認 め られ る(NaitoandNishiwaki1972、 鈴木 ・

山下1986)が 、今 回のパ ップでは性 的二形 が有意 に

示 され なかった。 このこ とは、そ の性 的二形 が4歳

か ら5歳 に第 二 次性徴 として発 現す る とい う報告

(鈴木 ・山下1986)に 一致す る。

8月 終 わ りか ら9月 初 めのパ ップの平均腋 下周 囲

長が6月 終 わ りか ら7月 頭 よ り短 くなっている。 こ

の腋下周囲長 の減少 は統計的 に有意 ではない(Mann-

WhitneyのU検 定 、P<0.05)が 、離乳後 の夏 に皮 下

脂肪 が減少す る とい う、BritishColombiaのharbor

seal(P.y。rfo乃 ∂r(15f)での報告(Fisher1952)に 一致

す る。ただ し、Fisher(1952)は 、皮下脂肪 とともに

体重の減少 も報告 してい るが、襟裳岬 のゼ ニガ タア

ザ ラシでは、体重 の減少 は見 られ なか った。

襟裳岬で は4月 下旬か ら5.月 頭 に出産 が確認 され

るた め(石 川2003)、5.月 終わ りか ら6,月 頭 の計測

値がお よそ1ゲ 月齢の測定値 になる と考 え られ る。

NaitoandNishiwaki(1972)に よ る根室 地域 での研
)

究 で は 、 お よ そ1ゲ 月齢 の ゼ ニ ガ タ ア ザ ラ シ の 平 均

体長 はオ ス で109.7cm、 メ ス で108.7cmと され て お り、

今 回 の 結 果(オ ス:96.6cm、 メ ス:93.3cm)よ り10cm

以 上 大 きい 。 鈴 木 ・山下(1986)は 根 室 地 域 で 秋 サ ケ

定 置 網 に 混 獲 され た パ ップ の平 均 体 長 を オ ス119.1

cm、 メ ス117.1cmと 報 告 して い る。 今 回 の報 告 で は

一3一



Bun.ErimoTownMus.2:1-8(2005)

8月 終 りか ら9月 頭 の記録 がま さに秋 サケ定置網に

混獲 された個 体であ る。襟 裳岬のメスのパ ップの平

均 体長 は117.3cmで あ り、根室 地域 とほ とん ど同 じ

であ ったのに対 し、オス は107.8cmで 根 室地域 の方

が10cm以 上大 きかった。8 ,月終 わ りか ら9,月 頭 の襟

裳 のメスのパ ップの平均体長 が大 きめなのは、例数

が3例 と少 ないためかも しれ ない。体長 の性的二形

が有意 でなか った こ とを考慮 して、性 によって区別

せず に平均体長 を比較すれ ば、秋季 において もや は

り根室 地域 のゼ ニガ タアザ ラシのパ ップ(118.1cm)

は襟裳 岬のゼ ニガ タアザ ラシのパ ップ(112.6cm)よ

りも大 きい。根 室地域のゼニガ タアザ ラシと襟裳岬

のゼニガタアザ ラシの大 きさの違いの原 因は不明で

あ るが、 ミ トコン ドリアDNAを 用いた研 究に よっ

て示唆 され た、襟裳 岬 と他 地域 との移動 、交流 の少

な さ(Watanabe2000)や 、 襟裳 岬への個体数 の集 中

(石川2003、 齋藤i・渡邊2004)が 関係 してい るか も

しれ ない。成獣 、亜成獣 につ いて も、襟裳 岬のゼ ニ

ガタアザ ラシが根室地域 のゼ ニガタアザ ラシ よりも

小型 か どうかは、今後 の検討課題 である。
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付記(標 識個体 目撃情報募集の お願 い)

標識個体 の 目撃情報 は随時、受 け付 けてい ます。

標識 され たアザ ラシを 目撃 した場合は、場所、 日時、

ワッペ ンの色、 タグの色 ・番号、 目撃時の状況、死

体であれ ば体長(cm単 位 で)、 で きれ ば写真 も添えて、

筆者 に ご連絡 くだ さい。 よろ しくお願 い します。
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英 文 要 旨

TaggingandmeasuringofHarborseals(Pゐoo∂yゴ 孟召.Zゴz～∂8オ θブ:ηθ8・θrゴ)inErimoCape ,

Japan.

1)2)Fujii
,K.,3)T.Ishikawa,4)Y.Watanabe,2)S.Saito,5)E.Nakagawaand2)Y.Kobayashi

1)Laboratory
ofWildlifeBiology,GraduateSchoolofVeterinaryMedicine,HokkaidoUniversity

2)HarborSealResearchGr
oup

3)ErimoSealClub

4)WildlifePreservationBureauofHokkaido;C
orp.

5)FieldScienceCenterforNorthernBiosphereS
ectionofEcosystemConservationLaboratoryofAquaticBioresoucesand

Ecosystem,HokkaidoUniv.

Address:Kita18,Nishi9,Kita-ku,SapPoroO60-0818,JAPANE-mail:kei@vetmed.hokudai.ac.jp

Abstract

138harborseals(Pんoo∂ レf加1ゴ η∂5孟 θ」'ηθ9θrf),31argaseals(R、 乙∂r8カ ∂),1ringedsea1

(.P,ゐfε ρfo勉)and3undiscriminatedsealweremeasuredfrom1990to2004inErimoCape,

Japan・Theywerecapturedwithdipnetorcaughtinfixedsalmonnet.Livingsealswere

releasedaftertagging.40f10pups,whichweretaggedonJunin2004,werecaughtin

fixedsalmonnetinthatautumn.By-catchmaybeoneofseriousproblemforpups.Sexual

dimorphismofharborsealpupswasnotrecognizedstatistically.Meanlengthofone-

month-01dharborsealpupsinErimo(male:96.6cm,female:93.3cm)wereshorterthanthe

meanlengthofharborsea1(P,γ.3.)pupsinNemuro,Japan.Inautumn,meanlengthof

harborsealpupsinErimoalsoshorterthanthatinNemro.
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表1襟 裳 岬 で 標 識 、計 測 され たアザ ラシの デ ー ター 覧

ListofsealstaggedandmeasuredinErimoCape

個体番 号

No.

捕 獲 日 種 性 タ グ 番 号TagN・.体 重 体 長 腋 窩 周 囲 脂 肪 厚

CapturedateSpeciesSex左1誼 右rightWeight(kg)Length(cm)Girthofaxilla(cm)Blubber(cm)

備 考

Notes

90EO1

90EO2

90EO3

90EO4

90EO5

90EO6

900527

900527

900528

900528

900528

9006一 一

ゼニガタ ♂

♂

♂

♂

♀

タ

タ

タ

タ

ガ

ガ

ガ

ガ

ニ

ニ

ニ

ニ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

SOOIHOOl

HOO2SOO2

HOO3SOO3

HOO4SOO4

HOO5SOO5

HOO6SOO6

35+

23.5

22.5

30+

24.4

109

103

92

97

92

94

ノくツプ

ノミツフ。

パツプ

パツプ

パツプ

91EO1

91EO2

91EO3

タ

タ

タ

ガ

ガ

ガ

ニ

ニ

ニ

ゼ

ゼ

ゼ

23

23

27

05

05

06

91

91

91

♀007

♂009

♀011

008

010

012

只
U

り
0

7
ー

り
白

∩∠

り
乙

6

0δ

∩
V

O
」

O
」

O
」

ノくツプ

ノくツフ。

ノくツプ

92EO1

92EO2

92EO3

92EO4

920625

920625

920626

920626

♀

♀

♀

タ

タ

タ

ガ

ガ

ガ

ニ

ニ

ニ

ゼ

ゼ

ゼ

251

253

255

257

252

254

256

258

26

28.5

30+

30+

86

99

109

99

ρO

O
O

O
d

7
1

7
-

7
-

7
1

0
0

パツプ

ノくツプ

パツプ

97EO1 970620ゼ ニガタ ♀ 001 31.3 92 81 パツプ

98EO1

98EO2
.
98EO3

98EO4

98EO5

98EO6

98EO7

98EO8

98EO9

98E10

♀

♂

♀

♀

♂

♂

♂

♂

♀

タ

タ

タ

タ

タ

タ

タ

タ

タ

タ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

19

19

19

25

25

25

25

06

06

10

06

06

06

06

06

06

06

07

09

09

98

98

98

98

98

98

98

98

98

98

002

003

004

005

006

007

008

009

010

011

只
∪

「0

3

ρO

Q
u

4

ρ
O

Q
U

Q
σ

Q
J

qδ

凶仕

Q
O

3

5

に
U

・

∩j

Q
び
3

96

100

99

105

118

105

100

93

126

90

87

94.5

103

125

100

り
0

7
-

00

8

獲

獲

混

混

パツプ

パツプ

ノぐツプ

パツプ

パツプ

EZ9903

EZ9901

EZ9902

EZ9903

EZ9904

EZ9905

EZ9906

EZ9907

EZ9908

EG9901

欝
㌶
欝
㌶
欝

02

18

22

22

22

23

23

27

27

17

06

06

06

06

06

06

06

06

06

06

99

99

99

99

99

99

99

99

99

99

♀

♂

♂016

♂019

♀

♀

♂

♂

♂

♂

013

015

020

021

022

023

024

014

017

018

30.5

50+

43

38

32

34

50+

50+

50+

28.5

92

129

100

103

90

104

135

117

131

102

85

98

87

85

82

86

99

98

109

90.5

ノくツプ

パツプ

パツプ

EZOOOl

EZOOO2

EZOOO3

EZOOO4

EZOOO5

EZOOO6

EZOOO7

EZOOO8

EZOOO9

EZOO10

EZOO11

000625

000701

000701

000701

000701

000702

000702

000702

000704

000704

000704

♀

♀

♂

♂

♂

♂

♂

♀

♂

♀

♀

タ

タ

タ

タ

タ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

タ

タ

タ

タ

タ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

JPNOl

JPNO2

JPNO3

JPNO4

JPNO5

JPNO6

JPNO7

JPNO8

JPNO9

JPN10

JPN11

4
⊥

9
θ

「0

7
1

9
白

4

3

9
白

民
U

「0

4
⊥

4

60

93
謬

盤

㎜
驚

励
鶴

74

32

87.5

76

113

97

95

95

O
」

0
ゾ

0
ゾ

0
ゾ

EZO101

EZO102

EZO103

♀

♀

♂

タ

タ

タ

ガ

ガ

ガ

ニ

ニ

ニ

ゼ

ゼ

ゼ

19

19

19

06

06

06

01

01

01

JPN12

JPN13

JPN14

ρO

FO

O

り
0

0
0

り
0

104

104

103

9
自

(
U

O

Q
ゾ

O
J

O
J
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個 体番 号

No.

捕 獲 日 種 性 タグ 番 号TagN・.体 重 体 長 腋 窩 周 囲 脂 肪 厚

CapturedateSpeciesSex左1誼 右rightWeight(kg)Length(cm)Girthofaxilla(cm)Blubber(cm)

備 考

Notes

EZO104

EZO105

EZO106(EZO303)

EZO107

EZO108

EZO109

EZO110

EZO111(EZO307)

010619ゼ ニガタ

010624ゼ ニガタ

010624ゼ ニガタ

010624ゼ ニガタ

010624ゼ ニガタ

010624ゼ ニガタ

010624ゼ ニガタ

010630ゼ ニガタ

♀

♂

♀

♂

♂

♀

♀

♂

JPN15

JPN16

JPN17

JPN18

JPN19

JPN20

JPN21

JPN22

35

48

34

34

36

35

58

34.5

101

116

92

89

89

101

132

110

89

100

82

87.5

88

82.5

103

96

EZO202

EZO203

EZO204(EZO310)

EZO205

EZO206

EZO207

EZO208

EZO209

EZO210

EZO211

EZO212

020628ゼ ニガタ

020630ゼ ニガタ

020630ゼ ニガタ

020702ゼ ニガタ

020702ゼ ニガタ

020702ゼ ニガタ

020702ゼ ニガタ

020702ゼ ニガタ

020702ゼ ニガタ

020702ゼ ニガタ

020702ゼ ニガタ

♀

♀

♀

♀

♂

♀

♀

♀

♂

♀

♂

JPN26

JPN27

JPN28

JPN29

JPN30

JPN31

JPN32

JPN33

JPN34

JPN35

JPN36

34

35

32

30

40

37.8

31

32

30

38

33

86

留

93

㎜

還

98

㎜

鵬

m

9

9

9

1

3

3

0

1

2

8

8

9

8

7

8

8

9

8

8

8

8

7

♀
♂
♀
♂
♂
♂
♂
♂
♂
♀
♀
♀
♂
♂
♂
♀
♂
♂
♂
♀
♂
♀
♂
♂

燗
燗
燗
燗
燗
燗
骸
燗
燗
燗
骸
燗
燗
燗
骸
燗
骸
燗
骸
燗
燗
燗
燗

ン

哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
哲
咲

27

27

06

06

06

06

06

30

30

31

31

31

31

31

01

01

03

03

07

09

11

11

18

29

06

06

07

07

07

07

07

08

08

08

08

08

08

08

09

09

09

09

09

09

09

09

10

06

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

03

　

　

　

6

1

4

の
リ

ユ

む

　
よ

ユ

ワ
ロ

㎜
㎜
㎜
㎜
難

㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
㎜
聯

⑳

⑳

⑳

E

E

E

JPN37

JPN39

JPN17JPN41

JPN47

JPN43

JPN44

JPN22

JPN42

JPN46

JPN45

JPN51

JPN52

JPN53

JPN40

Q
u

∩
)

『0

0

『0

4

9
白

4

7
ー

ρ
0

4

0
δ

0
ゾ

7
8

Q
U

Q
U

9
自

只
》

∩
乙

n
j

nδ

4

rO

「0

6

4
⊥

0
0

Ω
∪

「0

0
δ

りδ

ρ0

32.5+

14

畿

㎜
蕩

9・
認

還

漂

燭

96

114

147

120

108

115

115

65

80

88

107

99

81

85

110

81

82

117.8

92.5

86.5

110.5

102

ρ0

1
⊥

4
↓

ρ
0

7
-

7
6

0
」

[
0

3

2.9

2

2

2

3

2.5

1.5

2

2

パツプ

パツプ

パツプ

混獲 パップ

混獲 パップ

混獲

混獲

混獲

混獲

混獲

混獲

混獲 パップ

混獲 パップ

混獲 パップ

混獲

漂着

混獲 パップ

混獲 パップ

混獲

EZO401(EZO426)

EZO402

EZO403

EZO404

EZO405(EZO422)

EZO406

EZO407

EZO408

EZO409

EZO410

040625

040625

040625

040627

040627

040627

040627

040627

040630

040630

♀

♂

♂

♂

♂

♂

♂

♂

♂

♀

タ

タ

タ

タ

タ

タ

タ

タ

タ

タ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ニ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

ゼ

JPN49

JPN60

JPN56

JPN57

JPN55

JPN58

JPN62

JPN66

JPN63

JPN64

8

3

2

9

1

5

1

0

4

5

2

3

5

5

6

3

3

3

3

3

95

100

120

120

120

105

105

95

97

105

78

85

100

96

90

78

78

79

92

85

パツプ

パツプ

パツプ

パツプ

パツプ

パツプ

パツプ
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個体番号

No.

捕 獲 日 種 性 タ グ 番 号TagN・.体 重 体 長 腋 窩 周 囲 脂 肪 厚

CapturedateSpeciesSex左left右rightWeight(kg)Length(cm)Girthofaxilla(cm)Blubber(cm)

備 考

Notes

EZO411

EZO412(EZO431)

EZO413

EZO414

EZO415

EZO416

EZO417

EZO418

EZO419

EZO421

EZO422(EZO405)

EZO423

EZO424

EZO425

EZO426(EZO401)

EZO427

EZO428

EZO429

EZO430

EZO431(EZO412)

EGO401

EGO402

040630

040630

040630

040828

040828

040828

040828

040828

040828

040829

040829

040830

040903

040903

040906

040909

040910

040926

041012

041024

040625

040630

♂

♀

♂

♂

♂

♀

♀

♀

♀

♀

♂

♂

♀

♀

♀

♂

♂

♂

♂

♀

♂

♂

㌶
欝
鶴
㌶
㌶
難
欝
㌶
諜
欝
幼
幼

JPN67

JPN65

JPN68

JPN74

JPN71

JPN75

JPN73

JPN77

JPN72

JPN59

JPN61

泌

3・

認

36

羅

別

器

5。

弼

33

訓

鑓

*

*

「0

4

「0

4

(
U

ρ0

り
0

9
乙

醜
93
㎜
濫

m
瀧

搦

瀧

器

郡

還

瀧

斯
鵬

2

1

4

2

9

3

8

2

7

5

7

7

6

6

6

2

5

4

8

9

8

9

9

8

9

8

7

8

8

8

8

7

7

7

7

7

9

8

り
0

(
U

7
-

8

2.7

2

2.1

2.3

2.5

2

2

1.9

2

2

パツプ

パツプ

パツフ。

混獲 パップ

混獲 パップ

混獲

混獲

混獲

混獲

混獲 パップ

混獲

混獲

混獲

混獲

混獲 パップ

混獲

混獲 パップ

混獲

混獲

混獲 パップ

括弧で個体番 号が併記されているのは再捕獲された個 体で、括 弧内の番 号の個体と同一である。捕

獲 日の6桁 の数字は左から2桁ずつ 、西暦年 、.月、日を示している。タグ番号 に付記されているSはス
モール型、Hは ホッグ型を意味する。EZ9902、EZ9903は タグ装着 時のミスにより、左右 の番 号が異なっ

ている。EZ9905は 装着時 のミスで、メスであるが、右 にジャンボ、左 のロー トが装着 されている。EZO203

(EZO106)は 再捕獲時 に右のタグが脱 落していたため、右 のみ新たに装着し、左右の番 号が異なってい

る。EZO314は 放 獣時に左のタグが網 にからまり、脱落したため、右しか標識されていない。タグ番 号が

ないものは、死亡個体である。体重のうち*が 付いているのは、放血後 に計測された体重 である。計測

値が抜 けているのは、計測されなかったことを示す。数値の後の+は その数値以上であることを示す。

備 考 に混獲 とあるのは、いずれも秋サケ定置網 に混獲 されたものである。EZO320は 百人浜 に打ち上げ

られていた死体である。

ParenthesizeNo.meanssealsrecaptured.Capturedateisindicatedas△ △ ◎ ◎##:△ △meansyear,

◎ ◎meansmonthand##meansday.ゼ ニ ガ タmeansharborsea1,ゴ マ フmeanslargasealandワ モ ン

meansringedsealincaseofSpecies.SealsnotmarkedTagNo.werekilled.*meanweightmeasured

afterexsanguination.混 獲andパ ツ プmeansby-catchandpup,respectively,inJapanese.All混 獲

sealwascaughtinfixedsalmonnet.LefttagofEZO314wasdroppedoutwhenthesealwasreleased.

EZO320wasstrandedatHyakuninbeach.

表2パ ップ の 平 均 計 測 値

Meanweight,length,gilthofaxillaandblubberthicknessofpups

体 重 体 長 腋 窩 周 囲 脂 肪 厚

Weight(kg)Length(cm)Girthofaxilla(cm)Blubber(cm)
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え りも研究第2号 の原稿 に間違いがあ りま した。お詫び し、訂正 します。

藤井啓

訂正は以下の通 り

3ペ ージ 結果の1行 目

3ペ ージ 考察の5行 目

誤:138頭 正:110頭

誤:4頭(40.0%)正:3頭(30.0%)
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